
※
滞
納
市
税
の
納
付
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
、
事
情
に
よ
り
公
売
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
下
見
会

公
売
物
件
を
実
際
に

見
学
で
き
る
、
下
見
会
を
開
催
し

ま
す

と
き
糸

月

日
昌
午
前

１０

２０

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
糸
市

１０役
所
西
会
館

■
滞
納
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

税
金
は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限

ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
納
期
限

ま
で
に
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
に
は
、
納
税
で

き
る
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特

別
な
理
由
も
な
く
滞
納
を
続
け
て

い
る
人
も
い
ま
す
。

滞
納
に
な
っ
た
税
金
を
そ
の
ま

ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
期
限

内
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
納
税
者

と
比
較
し
、
非
常
に
不
公
平
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
滞

納
者
に
対
し
て
、
差
し
押
さ
え
な

ど
の
厳
正
な
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
高
い
価

格
で
の
売
却
が
期
待
で
き
る

暫
今
ま
で
売
却
す
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
、
自
動
車
・
バ
イ
ク
・

家
電
製
品
・
貴
金
属
な
ど
、
動

産
の
公
売
が
可
能

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
と
は
、

市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら
差
し
押

さ
え
た
、
自
動
車
な
ど
の
動
産
や

不
動
産
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
「
入
札
」ま
た
は
「
せ
り
売

り
」
し
て
売
却
し
、
そ
の
代
金
を

暫
入
札
者
同
士
の
せ
り
売
り
に
よ

り
、
落
札
率
が
上
が
り
、
徴
収

率
の
向
上
に
つ
な
が
る

■
安
城
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

●
公
売
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）を
利
用

し
た
せ
り
売
り

●
公
売
物
件

陶
器
・
家
電
・
腕

時
計
な
ど

●
参
加
申
込
期
間

月

日
晶

１０

１５

午
後
１
時
～

日
昌
午
後

時

２７

１１

●
入
札（
せ
り
売
り
）期
間

月
１１

２
日
昇
午
後
１
時
～
４
日
昭
午
後

時
１１●

買
い
受
け
代
金
納
付
期
限

１１

月

日
昇
午
後
２
時

分

１６

３０

●
参
加
資
格

原
則
、

歳
以
上

２０

で
、
公
売
保
証
金（
見
積
価
額
の

お
お
む
ね

％
程
度
）の
納
付
が

１０

で
き
る
人

※
落
札
で
き
な
か
っ
た
人
の
公
売

保
証
金
は
返
還
し
ま
す
。

●
申
し
込
み

ヤ
フ
ー
叙
の
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
か
ら
手

続
き
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
参
加
す
る
に
は
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ

ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｄ
の

登
録（
無
料
）が
必
要
で
す
。

滞
納
税
額
に
あ
て
る
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
は
、

次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

暫
全
国
に
情
報
提
供
で
き
る

暫

時
間
い
つ
で
も
参
加
で
き
る

２４
暫
参
加
者
や
入
札
の
機
会
が
増
え
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■問
▼
納
税
課

（
緯〈
　

〉２
２
１
７
）

７１

市
੫
の
଺
ೲ
ॲ
෼
ʹ
׆
用

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
開
始

●
補
助
額
　
世
帯
の
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す

●
対
象
　
　
月
１
日
晶
現
在

１０

で
、
私
立
高
等
学
校
ま
た
は

私
立
専
修
学
校（
修
業
年
限

３
年
で
、
卒
業
時
に
高
等
学

校
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
学

校
）に
在
籍
す
る
生
徒
の
保

護
者
で
、
市
内
在
住
の
人

※
市
奨
学
金
を
受
け
て
い
る

人
、
授
業
料
を
全
額
免
除

さ
れ
て
い
る
人
、
専
攻
科
・

別
科
に
在
籍
す
る
人
を
除

く
。

●
そ
の
他
　
申
請
書
は
、
　１０

月
上
旬
に
各
学
校
を
通
じ
て

配
布

※
市
教
育
委
員
会
総
務
課
で

も
配
布
。

●
申
し
込
み
　
申
請
書
を
持

っ
て
、
学
校
が
指
定
す
る
日

ま
で
に
各
学
校
へ
、
ま
た
は

　
月
１
日
捷
ま
で
に
市
教
育

１１委
員
会
総
務
課（
緯〈
　
〉２
７１

２
５
３
）へ

●
と
き
　
　
月
　
日
松
・
　
日
掌
・

１１

２０

２１

　
日
抄
・
　
日
松
・
　
日
掌
、
　

２３

２７

２８

１２

月
４
日
松
・
５
日
掌
・
　
日
松
・

１１

　
日
掌
・
　
日
松
・
　
日
掌
・
　

１２

１８

１９

２３

日
抄
～
　
日
掌

２６

※
　
月
４
日
か
ら
夜
間
開
園
し
ま

１２す
。

●
と
こ
ろ
　
デ
ン
パ
ー
ク
フ
ロ
ー

ラ
ル
プ
レ
イ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
広
場

●
内
容
　
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
マ
ジ

ッ
ク
、
大
道
芸
な
ど
デ
ン
パ
ー
ク

の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
も
の
。
大
音

量
で
の
激
し
い
演
奏
な
ど
は
不
可

　
出
演
時
間
▼
　
月
糸
午
前
　
時

１１

１１

～
午
後
３
時
　
　
月
糸
午
後
３
時

１２

～
８
時
　
演
奏
時
間
▼
１
回
　
分
３０

の
ス
テ
ー
ジ
を
１
・
２
回

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
松
ま
で

１０

２３

　
一
般
公
募
で
選
ば
れ
た
市
民
、

商
工
業
の
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
た

産
業
後
継
者
の
代
表
な
ど
を
派
遣

し
ま
す
。
　

月
　

日
昇
～
　

日
昇

１０

１２

１９

の
日
程
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
の

市
民
と
の
交
流
や
、
福
祉
な
ど
の

施
設
を
視
察
し
ま
す
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん
。

（
敬
称
略
）

公
募
市
民
糸
汐
満
 房
  江
 （古
井
町
）、

ふ
さ
 え

中
野
 雪
  乃
 （城
南
町
）、小
原

ゆ
き
 の

 勝
 （東

ま
さ
る

新
町
）　
産
業
後
継
者
糸
石
川
 孝
 
た
か

 文
 （花
ノ
木
町
）、都
築
み
ち（
姫
小

ふ
み川

町
）　
協
会
会
員
糸
齋
藤
 武
  久
 

た
け
 ひ
さ

（
榎
前
町
）　
市
職
員
糸
牧
 浩
  之
 

ひ
ろ
 ゆ
き

（
桜
井
町
）

（
必
着
）に
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
・
電
話（
フ
ァ
ク
ス
）番
号
・
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・
参
加
希
望
日

（
必
ず
記
入
。
参
加
可
能
日
が
複

数
あ
れ
ば
そ
れ
も
記
入
）を
記
入

し
、
演
奏
内
容
の
わ
か
る
Ｍ
Ｄ
、

Ｃ
Ｄ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
を
添

え
て
、
郵
送
で
デ
ン
パ
ー
ク（
〒

　
儿
０
０
４
６
赤
松
町
梶
１
）へ

４４６※
過
去
１
年
間
に
出
演
実
績
の
あ

る
人
は
、
デ
モ
テ
ー
プ
の
提
出

不
要
。

●
そ
の
他
　
①
デ
ン
パ
ー
ク
の
音

響
機
材
を
利
用
で
き
ま
す
。
操
作

は
デ
ン
パ
ー
ク
ス
タ
ッ
フ
が
し
ま

す
が
、
高
度
な
操
作
が
必
要
な
場

合
は
、
参
加
者
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

を
手
配
し
て
く
だ
さ
い
　
②
応
募

者
多
数
の
場
合
は
調
整
し
、
出
演

を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

③
出
演
者
１
人
に
つ
き
、
２
枚
の

デ
ン
パ
ー
ク
招
待
券
を
差
し
上
げ

ま
す
　
④
デ
モ
テ
ー
プ
は
返
却
し

ま
せ
ん
　
⑤
出
演
を
依
頼
す
る
場

合
は
、
　
月
８
日
捷
ま
で
に
連
絡

１１

し
ま
す
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■問
▼
デ
ン
パ
ー
ク

（
緯〈
　
〉７
１
１
１
）

９２

■問
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

σ
ン
ύ
ー
クủ
ϩ
マ
ン
ν
ッ
ク
̭
̼
̰
͂
Ứ

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

豪
州
姉
妹
都
市
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ

市
派
遣
団
決
定

　
地
域
住
民
と
自
治
体
が
川
原
の

ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
で
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
午
前
９
時

１０

２４

●
と
こ
ろ
　
矢
作
川
河
川
敷（
小

川
町
天
神
）

■問
▼
維
持
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
７
）

７１

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦



■
あ
ん
く
る
バ
ス
の
バ
ス
停
を
移

動　
移
動
に
よ
る
運
行
ダ
イ
ヤ
の
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
あ
ん
く
る
バ
ス
時
刻
表

は
、
市
役
所
、
中
央
・
各
地
区
公

民
館
、
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

●
変
更
日
　
　
月
１
日
晶

１０

●
変
更
バ
ス
停
　
市
街
地
線「
福

祉
セ
ン
タ
ー（
系
統
番
号
１
番
）」

●
変
更
内
容
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ

ー
タ
リ
ー
内
か
ら
、
県
道
安
城
碧

南
線
沿
い
へ
移
動（
右
図
の
と
お

り
）

■
あ
ん
く
る
バ
ス
写
真
作
品
募
集

　
あ
ん
く
る
バ
ス
は
、
平
成
　

年
１２

用
封
筒
で
、
市
役
所
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
時
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
約
５
万
４
０
０
０
件
の
水

道
利
用
者
に
、
２
か
月
ご
と
に
配

布
す
る
「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）
」の
裏
面
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
な
ど

●
募
集
広
告
数
　
１
事
業
者

●
広
告
掲
載
期
間
　
来
年
４
月
～

９
月

●
広
告
掲
載
料
　
　
万
円
以
上

１３

（
消
費
税
な
ど
を
含
む
）

●
提
出
書
類
　
①
申
込
書
　
②
法

人
登
記
に
係
る
現
在
事
項
全
部
証

明
書（
個
人
事
業
主
の
場
合
は
住

民
票
の
写
し
）　
③
市
税（
法
人
ま

た
は
個
人
）納
税
証
明
書
　
④
会

社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）　
⑤
広

告
原
稿

※
①
は
経
営
管
理
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
証
明
書

は
発
行
日
か
ら
３
か
月
以
内
の

も
の
。
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
晶
～
　

１０

１１

月
１
日
捷（
必
着
）午
前
８
時
　
分
３０

～
午
後
５
時（
松
掌
抄
を
除
く
）に

持
参
か
郵
送
で
経
営
管
理
課（
〒

　
儿
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ

使
用
水
量
の
お
知
ら
せ（
検
針
票
）

へ
の
広
告
掲
載
事
業
者
募
集

　
月
か
ら
運
行
を
開
始
し
、
今
年

１０で
　
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
で

１０
は
、
市
内
　
路
線
で
走
っ
て
い
ま

１０

す
。
こ
の
あ
ん
く
る
バ
ス
の
姿
・

風
景
や
、
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
人

の
笑
顔
な
ど
を
収
め
た
写
真
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　

テ
ー
マ
糸
あ
ん
く
る
バ

ス
の
走
る
わ
が
街
と
笑
顔
た
ち

（
撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
）　
応

募
部
門
糸
風
景
部
門
・
人
物
部
門

応
募
規
格
糸
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
４

ツ
切（
ワ
イ
ド
可
）

●
賞
　

最
優
秀
賞（
１
点
）
糸
サ
ル

ビ
ア
商
品
券
１
万
円
分
・
デ
ン
パ

ー
ク
パ
ス
ポ
ー
ト
・
あ
ん

く
る
バ
ス
定
期
券
　

優
秀

賞（
各
部
門
２
点
）
糸
サ
ル

ビ
ア
商
品
券
５
０
０
０
円

分
・
あ
ん
く
る
バ
ス
定
期

券
　

参
加
賞
糸
あ
ん
く
る

バ
ス
記
念
ボ
ー
ル
ペ
ン

●
応
募
点
数
　
一
人
に
つ

き
各
部
門
２
作
品
ま
で
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん●
そ
の
他
　
　
月
中
旬
に

１２

表
彰
式
を
、
後
日（
日
に

ち
未
定
）展
示
会
を
開
催

し
ま
す

●
申
し
込
み
　
　
月
５
日
晶
ま
で

１１

（
必
着
）に
、
応
募
作
品
と
、
作
品

応
募
票
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
作
品
タ

イ
ト
ル
・
撮
影
場
所
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
で
都
市
計
画
課（
〒

　
儿
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ※
募
集
チ
ラ
シ
・
作
品
応
募
票
は
、

都
市
計
画
課
、
中
央
・
各
地
区

公
民
館
、
あ
ん
く
る
バ
ス
車
内
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
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■問
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　

〉２
２
４
３
）

７１

प
೥
記
೦
ࣸ
ਅ
作
඼
を
募
集
ɾ
バ
ス
ఀ
を
Ҡ
動

⚑⚐あ
ん
く
る
バ
ス
の
お
知
ら
せ

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
５
）

７１

ฏ
੒

೥
ࠃ
੎
調
査

⚒⚒

調
査
票
の
記
入
は
お
済
み
で
す
か

　
　

月
１
日
現
在
で
、
平
成
　

年

１０

２２

国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
票
を
配
布
し
た
時
な
ど
に
、

調
査
員
と
回
収
日
時
の
約
束
を
し

た
場
合
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お

宅
へ
調
査
票
を
受
け
取
り
に
伺
い

ま
す
。
郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、

調
査
票
と
と
も
に
配
布
し
た
郵
送

■問
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　

〉２
２
０
５
）
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■問 ▼市民会館（緯〈７５〉１１５１）

●とき　１１月２８日掌午後１時３０分
●ところ　市民会館
●内容　入選作品の発表・表彰・講評など
※来場者には、入選作品集を差し上げます。

■市民文芸まつり発表大会

●とき　前期獅１０月３０日松～１１月７日掌　
　　　　後期獅１１月１３日松～２１日掌

※午前９時～午後５時。捷、１１月４日昭は休館。
●ところ　市民ギャラリー
●内容　日本画、洋画、書、写真、工芸・彫塑

■安美展

※デンパークは午前９時３０分～午後５時（１１月４日
以降は午後４時３０分まで）、その他は午前９時～午
後５時、最終日は午後４時まで。

●ところ　文化センター・市民会館・丈山苑・デン
パーク
●内容　下表のとおり

市民会館文化センター
―北辰俳句会１０月８日晶

安城皐月同好会、安
城植物友の会、安城
盆栽会

アートフラワー会、
華旺会、茂久瓔会、
若葉会、くみひも工
芸豊美会

１０月８日晶
～１０日掌

―沃野短歌会１０月９日松

―安城華道連盟、安城
市日中友好協会

１０月９日松
・１０日掌

安城短歌の集い賣茶流安城教授者会、
安城茶友会１０月１０日掌

丈山苑
安城白桃会１０月８日晶

デンパーク
愛知県三河菊の友会
※デンパーク入園料が必要です。

１１月３日抄
～８日捷

■文芸・技芸・趣味の集い

●ところ　文化センター
●内容　下表のとおり

１０月２４日掌１０月１７日掌

花柳流安城政寿栄会
（舞踊）扇之会葵支部（舞踊）９：２０

和箏会（箏曲）弦楽アンサンブルドル
チェ（弦楽）９：４０

安城ギタークラブ（弦楽）美鈴会（舞踊）１０：００

こやま会（箏曲）・安城
三曲会（尺八）

マンドリンサークルチ
ャオ（弦楽）１０：２０

延珠会（舞踊）１０：４０

安祥吟道会（詩吟）琴伝流あすなろの会
（大正琴）１１：００

美竹会（民謡）西三河岳風会（詩吟）１１：２０

安城謡曲同好会（謡曲）マジッククラブ・エー
ス（マジック）１１：４０

安城マジッククラブ
（マジック）民謡つくし会（民謡）１２：００

平岩舞踊研究会（舞踊）万之輔民舞の会
（津軽手踊り）１２：２０

豊麗会（民踊）艶舞会（舞踊）１２：４０
新舞踊瑞甫会（舞踊）安城都友会（尺八）１３：００

ノイエホフヌング（合唱）碧洲吟道会安城支部
（詩吟）１３：２０

碧美会（大正琴）安祥太鼓どんば（和太鼓）１３：４０
鈴木会（箏曲）裕箏会（箏曲）１４：００

翠艶会（舞踊）西三河阿波踊り研究会
若鯱連（阿波踊り）１４：２０

アートバレエ（バレエ）アロハナニ安城
（フラダンス）１４：４０

ピカケの会安城プア・
アリイ（フラダンス）

アロハナニエルア
（フラダンス）１５：００

Ｍａｒｉ’ｓ Ｓｔｕｄｉｏ（洋舞）竹祐会（民謡）１５：２０
バレエブラン（バレエ）七橋会（箏曲）１５：４０
エチュードバレエスク
ール（バレエ）乙坂会（民謡）１６：００

岳風丈山会（詩吟）１６：２０

■市民芸能まつり



※
申
込
用
紙（
郵
便
振
替
用
紙
）は

市
体
育
館
、
中
央
・
各
地
区
公

民
館
で
配
布
。
小
・
中
学
生
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
大
会
当
日
、
選
手
の
受
け
付
け
、

誘
導
や
車
両
な
ど
の
交
通
指
導
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
　
　
月
　
日
掌
ま
で

１０

３１

●
と
き
　
　
月
　
日
掌
　
開
会
式

１２

１２

糸
午
前
８
時
　
分
　
閉
会
式
糸
正

４５

午●
と
こ
ろ
　
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
ほ
か

●
部
門
・
対
象
　
表
の
と
お
り

●
表
彰
　

１
～
９
部
門
▼
１
～
３

位
糸
賞
状
・
賞
品
　

４
～
８
位
糸

賞
状
　

参
加
者
全
員
▼
参
加
賞
 

完
走
者
全
員
▼
完
走
証
　

そ
の
ほ

か
▼
飛
び
賞
も
あ
り

※
　
部
に
仮
装
で
参
加
し
た
人
に

１０は
仮
装
参
加
賞
あ
り
。

●
そ
の
他
　
豚
汁
引
き
換
え
券
を

参
加
賞
に
同
封
し
て
配
布
。（
マ
イ

カ
ッ
プ
・
は
し
を
持
参
し
た
人
に
、

豚
汁
を
提
供
し
ま
す
）

●
申
し
込
み
　
　
月
１
日
晶
～
　

１０

３１

日
掌
に
参
加
費
を
持
っ
て
市
体
育

館（
休
館
日
を
除
く
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
／
郵
便
振
替
で
の
振

り
込
み
も
可
）へ

（
休
館
日
を
除
く
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）に
市
体
育
館
へ

※
申
請
書
は
、
同
館
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル（
胃〈
　
〉９
２

７７

９
３
／m

y-sports-anjo@
city.anjo.lg

.jp

）で
の
提
出

も
可
。

参加費対　象距離種　　別部門

５００円

市内在学
１．５㎞小学男子（５年、６年別）１部

１．５㎞小学女子（５年、６年別）２部
市内在住ま
たは西三河
在学

３㎞中学男子（１年、２・３年別）３部

１．５㎞中学女子（１年、２・３年別）４部

１５００円
制限なし

１０㎞一般男子（高校生以上４０歳未満）５部

１０㎞一般男子（４０歳以上５０歳未満）６部

１０㎞一般男子（５０歳以上）７部

１０㎞一般女子（高校生以上）８部

３㎞一般女子（高校生以上）９部

５００円３㎞ジョギング（小学生以上男女）１０部

※ジョギングの部には仮装で参加できます。
※都合により一部コースを変更する場合があります。
※大会当日交通規制をします。

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　

〉３
５
３
５
）

７５

Ո
଒
ɾ
༑
ୡ
み
ん
な
で
૸
Ζ
͏

安
城
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

　
　
月
　
日
掌
・
　
日
掌
は

１０

１０

１７

市
民
清
掃
日
で
す
。
家
の
ま

わ
り
や
道
路
・
公
園
な
ど
の

清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　
市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

募
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
特
選
・

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
と
き
　
　
月
８
日
晶
～
　

１０

１７

日
掌

●
と
こ
ろ
／
出
品
校
　

桜
井

公
民
館
糸
桜
井
小
・
桜
林
小

北
部
公
民
館
糸
安
城
北
部
小
・

志
貴
小
・
里
町
小
　

西
部
公

民
館
糸
安
城
西
部
小
・
高
棚

小
・
三
河
安
城
小
　

作
野
公

民
館
糸
作
野
小
・
今
池
小
　

安
祥
公
民
館
糸
安
城
南
部
小
・

祥
南
小
　

東
部
公
民
館
糸
安

城
東
部
小
　

南
部
公
民
館
糸

明
和
小
・
丈
山
小
　

二
本
木

公
民
館
糸
二
本
木
小
・
梨
の

里
小
　

中
部
公
民
館
糸
安
城

中
部
小
・
新
田
小
　

昭
林
公

民
館
糸
錦
町
小
・
桜
町
小

●
問
い
合
わ
せ
　
清
掃
事
業

所（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６
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７
月
下
旬
、
上
海
万
博
で
愛

知
ウ
イ
ー
ク
の
催
し
が
あ
り
、

　
年
ぶ
り
に
中
国
を
訪
問
し
た
。

１９飛
行
機
の
窓
か
ら
見
た
臨
海
部

や
上
海
市
内
の
街
並
み
は
、
も

は
や
日
本
の
大
都
市
と
差
は
な

い
。
街
を
行
き
交
う
人
々
の
服

装
も
お
 洒
落
 で
、
言
語
の
違
い

し
ゃ
れ

が
な
け
れ
ば
、
日
本
の
都
会
か

と
勘
違
い
し
て
し
ま
い
そ
う
で

あ
る
。
中
国
は
変
わ
っ
た
。

　
万
博
会
場
は
広
大
で
、
人
出

も
多
く
、
限
ら
れ
た
パ
ビ
リ
オ

ン
に
入
館
し
た
だ
け
だ
が
、
日

本
館
へ
の
入
館
希
望
者
は
多
く
、

長
蛇
の
列
に
驚
か
さ
れ
た
。
館

内
に
展
示
さ
れ
た
七
夕
の
さ
さ

飾
り
、
風
鈴
な
ど
、
日
本
で
は

な
じ
み
の
も
の
が
興
味
の
対
象

と
な
り
、
短
冊
に
書
か
れ
た
子

ど
も
の
願
い
事
を
、
懸
命
に
読

み
取
ろ
う
と
す
る
中
国
人
の
姿

が
印
象
に
残
っ
た
。

　
上
海
臨
海
部
の
新
都
心
は
、

か
つ
て
海
辺
の
農
村
地
帯
だ
っ

た
が
、
こ
の
　
年
ほ
ど
で
超
高

１５

層
ビ
ル
群
に
変
ぼ
う
し
、
今
や

市
内
人
口
は
２
０
０
０
万
人
と

聞
く
。
都
市
と
し
て
の
急
成
長

は
、
人
と
富
の
集
中
を
生
ん
だ

が
、
都
会
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
ひ
ず
み
も
内
包
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
公
共
の
場
で
の
マ

ナ
ー
、
接
客
態

度
な
ど
、
快
適

な
都
市
生
活
を

送
る
に
は
、
ま

だ
し
ば
ら
く
時

間
が
か
か
り
そ

う
だ
。

　
新
幹
線
に
似

た
高
速
鉄
道
を

利
用
し
、
南
京

市
に
移
動
。
新

し
い
工
業
団
地

の
造
成
現
場
を

見
た
。
日
本
の

家
電
メ
ー
カ
ー

の
出
資
に
よ
り
、

新
製
品
の
生
産

拠
点
が
造
ら
れ

つ
つ
あ
っ
た
。

規
模
と
そ
の
先
端
性
を
知
ら
さ

れ
、
近
い
将
来
の
ア
ジ
ア
の
先

進
工
業
地
域
は
、
確
実
に
中
国

に
移
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き

た
。
隣
接
に
主
要
大
学
が
集
約

さ
れ
、
産
学
の
密
な
連
携
の
素

地
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
新
し
い
中
国
の
熱
気
と
勢
い

に
直
面
し
、
ふ
と「
ウ
サ
ギ
と

カ
メ
」の
 寓
  話
 を
思
い
出
し
た
。

ぐ
う
 わ

素
早
い
 跳
 
ち
ょ
う

 躍
 を
繰
り
返
し
、
か

や
く

な
り
遠
く
へ
来
た
は
ず
の
ウ
サ

ギ
だ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か

巨
大
な
亀
の
姿
は
間
近
に
見
え

始
め
て
い
る
。

　
中
国
の
急
激
な
国
家
成
長
に
、

い
さ
さ
か
の
無
理
を
感
じ
な
く

も
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
リ
ー
ダ
ー
は
、
海
外
の
動
向

に
敏
感
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
今
、
中
国
は
と
に
か
く
熱
い
。

上上海万博日本館内のささ飾上海万博日本館内のささ飾りり

に
金
を
出
さ
な
い
」

●
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

暫
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い

暫
一
人
で
振
り
込
ま
な
い

■
安
城
市
地
域
安
全
大
会

●
と
き
　
　
月
　
日
昭
午
後
２
時

１０

１４

●
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
地
域
安
全
宣
言
な
ど
の

式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
一
人
ひ
と
り
が
防
犯
意
識
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
の
重
点

●
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
の

防
止

暫
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、

必
ず
行
き
先
を
告
げ
さ
せ
る

暫
防
犯
ブ
ザ
ー
や
笛
を
携
帯
し
、

い
つ
で
も
使
え
る
状
態
に
す
る

暫
な
る
べ
く
人
通
り
が
多
い
明
る

い
道
を
通
る

●
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

暫
万
引
き
は
犯
罪
で
す
。
万
引
き

を
さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い

暫
自
転
車
の
カ
ギ
は
２
つ
か
け
る

●
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪

の
防
止

暫
短
時
間
の
外
出
で
も
必
ず
カ
ギ

を
か
け
、
窓
や
ド
ア
は
で
き
る

だ
け
ツ
ー
ロ
ッ
ク
に
す
る

暫
施
錠
の
必
要
性
を
自
覚
す
る

暫
家
の
周
辺
の
見
通
し
を
確
保
し
、

被
害
に
遭
い
に
く
い
環
境
づ
く

り
を
す
る

●
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

暫
暴
力
追
放「
三
な
い
運
動
」を
推

進「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
・

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
・
暴
力
団

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
９
）
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秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動

広報あんじょう　2010.10.1蛾


